
ＪＡ三重厚生連は、医療・保健・福祉活動を通じて、組合員と地域住民の皆さまが、
安心して健やかに暮らせる地域づくりに貢献していきます。
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菰野町にある竹成五百羅漢。大小さまざまな石仏、石神が立ち並ぶ光景は壮観です。
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　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかな年をお迎えのこ
とと存じ、心よりお慶び申し上げます。平素は厚生事業に深いご理解とご協力を賜り厚く
御礼申し上げます。
　本年１月より、日米貿易協定が発効し、ＴＰＰと同様に農畜産物を中心に大幅な市場開
放が求められることになります。昨年 5 月に農協改革集中推進期間は終了し自己改革が進

められ一定の進捗が見られましたが、引き続き農業者所得の向上、一層の資材価格の引下げ、信用事業の健全な持続性
などについて課題が残されております。また、規制改革推進会議についても、新体制となり、農協改革について重点的
にフォローアップされることになっています。
　このような中、ＪＡグループ三重は、令和２年度において、不断の自己改革とこれを支える持続可能な経営基盤の確
立・強化と正准組合員との関係深化による組織基盤の強化に向けて取組んでまいります。
　医療・福祉分野では、超高齢社会の到来に向けて、増大する社会保障費の財源確保と削減に向けた施策が進められて
います。昨年は、10 月に消費税増税が実施され、社会保険診療報酬収入が非課税であることから、仕入にかかる消費
税を医療機関が負担する損税が増大しており、ますます経営を大きく圧迫してきます。また、厚生労働省が、公立・公
的医療機関のうち、再編統合の議論が必要とされる医療機関を公表しましたが、厚生連の病院は、地域に根差した医療
を提供するため必要な機能を有しており、今後とも果たす役割を明確にし、事業を実施してまいります。
　このような状況の中、ＪＡグループの一員として組合員及び地域住民の皆様が住み慣れた地域で安心して健やかに暮
らせるよう、選ばれる病院づくりを目指し、役職員一丸となって邁進する所存でございます。今後ともなお一層のご支
援とご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、年頭の挨拶といたします。

経営管理委員会 会長　　谷口 俊二

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。皆様には爽やかな新春をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。また、平素は本会事業に対し、温かいご支援とご協力を賜りますこ
と厚く御礼申し上げます。
　元号は平成から令和に変わり、新時代が幕を開けました。
　昨年は、各地に大雨と甚大な被害をもたらした台風の猛威、高齢者の交通事故やあおり
運転が社会問題化するなど、悲しく考えさせられる出来事も多かった半面、喜ばしいこと

と言えば 何といってもラグビーワールドカップでの日本代表の活躍でした。決勝トーナメントでは惜しくも南アフ
リカに敗れたものの、桜ジャージの快進撃が列島を熱狂させました。「ONE TEAM」のスローガンでまとまること
の大切さを、組織が一丸となれば難局を突破できる勇気を与えてくれました。
　今、2025 年に向けて病床削減・病床機能の再編統合が進められています。昨年 9 月には、再検証が必要と判断さ
れた公立・公的病院名が公表されました。地域住民の不安をいたずらに掻き立てたことは遺憾と言わざるを得ません
が、病床再編の流れは確実に進んでいきます。
　これまで厚生連は“組合員および地域住民の皆様が安心して健やかに暮らせる地域づくりに貢献する”理念のもと、
地域の医療を支え守ってきました。今後の変化に対応していくことは必要ですが、このような時代だからこそ、本質
や原点を大切にしなければならないと思います。何のために病院はあるのか？何のために厚生連は存在するのか？ 
そのことをしっかり考え、7 病院の方向性を示したいと思います。
　一方、ＪＡグループ全体では、准組合員の事業利用規制や信用事業の健全性確保など、事業・組織の根幹にかかる
厳しい問題に直面しています。この危機に対して、ＪＡグループの力を結集して乗り切っていかなければなりません。
　医療・農業を取り巻く状況は厳しくなってまいりますが、役職員が一丸となって取り組むことをお誓いし新年のご
挨拶といたします。

代表理事 理事長　　庄山 隆裕
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LETTER OF JA MIE KOSEIREN

令
和
元
年
９
月
28
日
、
い
な
べ
総
合
病
院
に

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Xi
〟
を
導

入
い
た
し
ま
し
た
。

二
宮
和
也
が
主
演
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
ド
ラ
マ
「
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
ア
ン
」
で
登
場
す
る
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
」

と
い
う
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
こ
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
は

当
初
、
米
国
陸
軍
に
よ
っ
て
、
戦
場
で
の
兵
士

の
手
術
を
本
国
か
ら
遠
隔
で
行
う
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
開
発
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

民
間
で
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
転
用
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

米
国
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｕ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

ｓ
ｕ
ｒ
ｇ

ｉ
ｃ
ａ
ｌ
社
」
が
取
り
扱
っ
て
お
り
、
世
界
中
で

は
、
約
４
０
０
０
台
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
、
保
険
適
応
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
施

設
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
、
機
器
本
体
が
高

額
で
あ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
嵩
む
こ
と
か

ら
、
な
か
な
か
導
入
が
進
ま
ず
、
現
在
日
本
で
は

３
５
０
台
あ
ま
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
三
重
県
下
で
５
例
目
、
東
海
四
県

の
厚
生
連
で
は
海
南
病
院
に
続
き
２
例
目
の
導

入
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
と
言
っ
て
も
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
自
ら
考
え
動
く
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
に
人
間
が
行
っ
て
い
た
腹
腔
鏡
手
術
に

ロ
ボ
ッ
ト
の
優
れ
た
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
事

で
、
よ
り
高
度
で
繊
細
な
手
技
を
可
能
に
す
る

も
の
で
す
。

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
鉗
子
な
ど
が
取
り
付
け
ら

れ
た
３
本
の
手
術
ア
ー
ム
と
３
Ｄ
カ
メ
ラ
ア
ー

ム
か
ら
な
り
、
術
者
が
離
れ
た
場
所
に
あ
る
コ

ン
ソ
ー
ル
「
操
作
席
」
に
座
り
、
３
Ｄ
モ
ニ
タ
ー

を
見
な
が
ら
手
術
を
行
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
と
ア
ー

ム
は
、
１
セ
ン
チ
程
度
の
小
さ
な
穴
か
ら
患
者

さ
ん
の
体
に
侵
入
し
、
手
術
を
行
い
ま
す
。
ア
ー

ム
の
先
に
取
付
け
ら
れ
た
鉗
子
は
非
常
に
小
さ

く
、
人
間
の
関
節
可
動
域
を
超
え
た
動
き
を
し

ま
す
。
ま
た
、手
ぶ
れ
補
正
機
能
も
有
し
、ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
の
精
密
な
動
き
か
ら
、
米
粒
に
文
字

を
書
く
事
も
出
来
ま
す
。
そ
の
動
き
は
、
カ
ニ

が
小
さ
な
前
足
を
巧
み
に
使
い
餌
を
食
べ
る
様

子
に
似
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
導
入
に
伴
い
、

４
日
間
に
分
け
関
係
者
へ
の
内
覧
会
を
行
い
ま

し
た
。

内
覧
会
に
は
、
市
長
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
、
医
師
会
の
方
々
や
各
病
院
の
先
生
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
操
作

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
市
民
向
け
に
11
月
よ
り
赴
任
さ

れ
た
泌
尿
器
科
の
安
藤
医
師
に
よ
る
市
民
医
療

公
開
講
座
を
開
催
し
、
引
き
続
き
内
覧
会
も
開
催

し
ま
し
た
。
内
覧
会
に
は
、
地
元
の
高
校
生
を
招

待
し
、
実
際
に
腹
腔
鏡
と
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
違
い

を
操
作
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
高
校
生
が
操
作
す

る
ご
と
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
上
が
る

な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
０
０
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
、

こ
の
様
子
は
新
聞
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
い
な
べ
総
合
病

院
を
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
導
入
に
よ
り
、
地
域
の
方
々

は
遠
く
の
大
き
な
病
院
に
行
か
な
く
て
も
、
近
く

の
病
院
で
、
高
度
な
医
療
を
受
け
て
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。ま
た
、大
学
に
お
い
て
も
医
師
に
と
っ

て
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
操
作
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
限

ら
れ
て
お
り
、
の
ち
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
治
療
に

な
る
で
あ
ろ
う
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
つ
い
て
、
当
院

が
い
ち
早
く
導
入
し
、
大
学
か
ら
の
優
秀
な
医
師

の
学
び
の
場
と
し
て
発
展
し
て
い
く
事
が
い
な

べ
総
合
病
院
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

実
際
に
、
４
月
の
名
古
屋
市
立
大
学
と
い
な

べ
市
、
い
な
べ
総
合
病
院
と
の
三
者
連
携
協
定
、

７
月
の
寄
附
講
座
の
開
設
、
今
回
の
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
の
導
入
は
、
当
院
と
大
学
と
の
連
携
を
深

め
る
大
き
な
転
機
と
な
り
、
医
師
も
増
加
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
稼
働
に
向
け
て
、「
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ 

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
を
結
成
し
大
学
で
の

手
術
の
見
学
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、「
ロ
ボ
ッ
ト
・
腹
腔
鏡　

低
侵
襲
手
術

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
稼
働

は
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
泌
尿
器
科
分
野
に
お

い
て
開
始
し
ま
す
。

一
時
は
、
医
師
不
足
に
て
元
気
の
な
か
っ
た

病
院
で
す
が
、
令
和
元
年
度
は
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
導
入
に
お
い
て
も
、

い
な
べ
総
合
病
院
の
発
展
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
三
重
県
厚
生
連
で

の
共
同
利
用
、
共
同
研
修
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
た
く
さ
ん

の
厚
生
連
の
先
生
方
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々

に
実
際
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
見
て
い
た
だ
き
、

技
術
を
学
ん
で
頂
く
場
と
し
て
ご
利
用
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

内
視
鏡
下
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」を
導
入
し
ま
し
た

　

～
従
来
の
手
術
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
を
プ
ラ
ス
。よ
り
高
度
で
繊
細
な
手
技
が
可
能
に
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

い
な
べ
総
合
病
院　
事
務
部
長　

奥
田 

聖
貴
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LETTER OF JA MIE KOSEIREN

令
和
元
年
10
月
２
日　

鈴
鹿

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
医
療
福
祉
専

門
学
校
の
１
年
生
13
名
の
介
護

福
祉
科
見
学
実
習
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
学
生
は
、ネ
パ
ー
ル
・

ベ
ト
ナ
ム
・
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら

の
留
学
生
が
多
く
、
日
本
人
は

３
名
で
し
た
。

日
本
語
の
会
話
が
で
き
る
と

事
前
に
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
翻
訳

し
、
食
事
で
は
、
宗
教
上
食
べ

て
は
い
け
な
い
食
品
を
は
ず
し

準
備
し
ま
し
た
。

実
習
は
、
入
浴
・
食
事
介
助

の
見
学
、中
央
材
料
室
の
見
学
、

嚥
下
訓
練
食
の
試
食
体
験
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
習
後
の

見
学
実
習
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
は

じ
め
て
の
病
院
実
習
で
、
病
院

を
興
味
深
く
感
じ
た
こ
と
と
、

有
意
義
な
実
習
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
す
べ
て
の
学
生
が
日

本
語
で
綴
っ
て
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
病
院
と
し
て
、
文

化
・
風
土
の
違
い
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
学
ぶ
学

生
の
姿
に
初
心
を
思
い
出
し
、

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

鈴
鹿
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

　
　
　
　

介
護
福
祉
士
見
学
実
習
を
受
け
入
れ
て

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
看
護
部
長　

濵
村 

幸
子

令
和
元
年
度
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
支

援
活
動
」
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

㈱
三
厚
連
ウ
イ
ズ
が
受
賞
し
ま
し
た
。
令

和
元
年
12
月
３
日
東
京
・
霞
が
関
の
文
部

科
学
省
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
社
長
と

社
員
代
表
１
名
が
出
席
し
て
表
彰
状
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
障
が
い
者
が
生
涯
を
通

じ
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
の
様
々

な
機
会
に
親
し
み
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
障
が
い
者
の
生
涯

を
通
じ
た
多
様
な
学
習
を
支
え
る
活
動
を

行
う
個
人
や
団
体
の
功
績
を
た
た
え
、
文

部
科
学
大
臣
が
行
う
も
の
で
す
。

活
動
内
容
は
、
会
社
を
拠
点
と
し
た
余

暇
活
動
支
援
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
当
社
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
社

会
参
加
の
取
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
県

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
レ
ク
祭
や
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
は
、
会
社
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
参
加

し
て
お
り
、
社
員
は
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
出
場
を
目
標
に
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
旅
行
、
成
人
式
、

新
年
会
等
の
行
事
的
な
活
動
を
実
施
し
、

余
暇
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
様
々

な
体
験
を
積
む
こ
と
で
、
社
員
は
働
く
意

欲
を
高
め
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の

支
援
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
画
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
社
会
生
活
に

必
要
な
知
識
・

ス
キ
ル
等
を
学

習
で
き
る
場
を

提
供
す
る
こ
と

で
、
会
社
全
体

で
障
が
い
者
の

生
涯
に
わ
た
る

学
び
を
支
え
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
」に
係
る

　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た

㈱ 

三
厚
連
ウ
イ
ズ　
代
表
取
締
役　

伊
藤 

雅
彦表彰を受けた  片山社員（左）、

伊藤社長（中）と文科省担当者（右）

代表取締役 伊藤雅彦

嚥下食の試食

病院内の見学実習

実習学生の集合写真
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大
台
厚
生
病
院
は
平
成
27
年
４
月
に
大
台

町
、
大
紀
町
の
支
援
を
受
け
現
在
の
地
に
新
築

移
転
を
遂
げ
て
か
ら
早
４
年
10
ヶ
月
が
経
過
し

５
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院
は
清
流
・

宮
川
が
傍
ら
を
流
れ
、
緑
豊
か
な
森
林
に
囲
ま

れ
た
大
変
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中
に
真
新

し
い
白
い
壁
を
輝
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

と
、
過
去
形
で
表
記
し
た
の
に
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。
当
院
が
あ
る
大
台
町
は
台
風
時

の
大
雨
情
報
で
も
よ
く
町
名
を
目
に
す
る
通

り
、
と
て
も
雨
の
多
い
地
域
で
す
。
加
え
て

宮
川
の
影
響
と
思
わ
れ
る
霧
や
霞
も
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
湿
気
を
原
因
に
苔
が
病

院
の
白
い
壁
に
付
着
し
、
陽
が
当
た
ら
な
い

正
面
玄
関
の
あ
る
北
側
の
壁
が
う
っ
す
ら
と

黒
ず
ん
で
見
え
、
と
て
も
築
５
年
目
の
病
院

と
は
見
え
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

（
洗
浄
前
の
写
真
参
照
）

そ
こ
で
当
院
で
は
今
年
の
９
月
14
日
か
ら

24
日
ま
で
外
壁
洗
浄
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
ず
は
高
所
作
業
車
に
て
洗
浄
剤
を
塗
布
し
、

そ
の
後
高
圧
洗
浄
機
に
て
一
気
に
汚
れ
を
落
と

し
て
い
き
ま
す
。
苔
汚
れ
が
み
る
み
る
落
ち
て

い
く
様
は
気
持
ち
が
い
い
ほ
ど
で
し
た
。

洗
浄
工
事
が
完
了
し
、
新
築
当
時
の
輝
き
を

取
り
戻
し
た
外
壁
と
共
に
、
大
台
厚
生
病
院
の

職
員
一
同
、
心
機
一
転
「
全
職
員
で
心
が
通
い

合
う
医
療
を
提
供
し
、
紀
勢
地
域
の
皆
様
の
健

康
と
福
祉
の
充
実
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
病

院
理
念
の
も
と
、
さ
ら
に
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病
院
外
壁
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

　

～
洗
浄
工
事
で
新
築
当
時
の
輝
き
を
取
り
戻
す
～

大
台
厚
生
病
院　
総
務
課
長　

西
川 

義
幸

洗浄前

洗浄後

膀
胱
腫
瘍
の
中
で
も
表
在
性
膀
胱
腫
瘍
に

対
す
る
手
術
療
法
と
し
て
、
経
尿
道
的
膀
胱

腫
瘍
切
除
術
（
以
下
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
）
は
確
立

さ
れ
た
治
療
法
で
す
。

今
回
、
こ
の
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
の
手
術
精
度
を

更
に
高
め
る
光
力
学
診
断
（
以
下
Ｐ
Ｄ
Ｄ
）

併
用
可
能
と
な
っ
た
手
術
機
器
（
図
１
）
を

平
成
31
年
３
月
に
導
入
し
ま
し
た
の
で
そ
の

概
略
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
手
術
開
始
３
時
間
前
に
ア
ミ

ノ
レ
ブ
リ
ン
酸
塩
酸
塩
顆
粒
剤
（
ア
ラ
グ
リ

オ
Ⓡ
）
を
内
服
し
ま
す
。
ア
ラ
グ
リ
オ
Ⓡ
は

体
内
に
入
る
と
代
謝
産
物
で
あ
る
プ
ロ
ト
ポ

ル
フ
ィ
リ
ン
Ⅸ
と
な
り
悪
性
細
胞
に
選
択
的

に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
光
力
学
診
断
併
用
下
経

尿
道
的
膀
胱
腫
瘍
切
除
術
（
以
下
、
Ｐ
Ｄ
Ｄ

‐
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
）
は
内
視
鏡
光
源
の
ス
イ
ッ

チ
の
切
り
替
え
に
よ
り
白
色
光
と
青
色
光

（
４
０
０
‐
４
１
０
nm
付
近
）
で
観
察
可
能

で
す
。
青
色
光
観
察
で
腫
瘍
部
は
赤
色
蛍
光

（
６
３
５
nm
付
近
）
を
発
し
（
図
２
）、
非
腫

瘍
部
の
境
界
が
明
瞭
化
さ
れ
確
実
な
病
変
部

の
切
除
を
可
能
に
し
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｄ
‐
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
は
こ
れ
ま
で
見
落

と
し
が
ち
な
腫
瘍
周
囲
の
微
小
病
変
や
、
平

坦
な
視
認
し
づ
ら
い
ｃ
ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ 

ｉ
ｎ 

ｓ
ｉ
ｔ
ｕ
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
病
変
部
の
存
在

を
明
ら
か
に
さ
せ
る
画
期
的
な
治
療
法
で
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｄ
‐
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
の
導
入
は
腫
瘍
再
発

率
の
低
減
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ま
す
。

光
力
学
診
断
併
用
に
よ
る
経
尿
道
的
膀
胱
腫
瘍
切
除
術
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　

～
最
新
機
器
の
導
入
で
腫
瘍
再
発
率
の
低
減
へ
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

菰
野
厚
生
病
院　
副
院
長　

最
上　

徹【図1】
泌尿器光力学診断用PDDカメラシステム

【図2】
内視鏡光源のスイッチの切り替えにより

明瞭化された病変部
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南
伊
勢
町
で
は
、
医
学
生
が
早

い
時
期
か
ら
地
域
の
保
健
医
療
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
三
重
大
学
の
医
学
生
（
第

１
学
年
）
へ
の
教
育
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
10
日
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
医
学
生
４
名
が
訪
問
看
護

／
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
同
行
し
ま
し

た
。
南
伊
勢
町
は
県
下
で
最
も
高

齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で
、
高
齢
化

率
は
約
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
多
く
、
家

族
の
支
援
が
得
ら
れ
に
く
い
な
ど

の
理
由
か
ら
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
率
が
低
い
こ
と
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
実
際
に
訪
問
看
護
の
利
用
者

さ
ま
に
接
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

課
題
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。

セ
ン
タ
ー
長
を
交
え
た
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
医
学
生
各
々

が
地
域
医
療
の
実
際
に
触
れ
、

感
じ
た
こ
と
を
積
極
的
に
発
言

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
医
療

を
支
え
る
人
材
が
少
し
ず
つ
で

も
増
え
て
く
る
よ
う
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

三
重
大
学
医
学
生
の
教
育
活
動
に
つ
い
て

　

～
実
習
を
通
じ
て
地
域
医
療
の
実
態
を
学
ぶ
～

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　
総
務
課
長 

兼 

医
事
課
長　

吉
田 

英
記

令
和
元
年
10

月
６
日
に
鈴
鹿

市
でM

IELS

Ⅲ

-D
isaster-

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

M
IE

LS

（M
ie 

In
te

g
ra

te
d 

E
m

e
r

g
e

n
t 

Life S
upport

）

と
は
、
病
院
前
救

護
活
動
・
病
院
前

診
療
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
事

を
目
標
に
開
発
さ
れ
た
「
統
合
化
さ
れ
た
救

急
救
命
標
準
化
教
育
コ
ー
ス
」
で
す
。
第
３

回
で
あ
る
今
回
は
、
主
に
災
害
救
助
に
焦
点

を
当
て
た
コ
ー
ス
構
成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
院
か
ら
も
医
師
２
名
、
看
護
師
２
名
が

参
加
し
、
鈴
鹿
中
央
消
防
署
の
救
急
救
命
士

２
名
を
加
え
た
計
６
名
の
チ
ー
ム
で
こ
の

コ
ー
ス
に
応
募
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
の
情
報
伝
達
、
多
数

傷
病
者
対
応
、化
学
災
害
な
ど
、様
々
な
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
ブ
ー
ス
の
合
計
点

数
で
総
合
順
位
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
内
で
の
連
携
が

鍵
と
な
っ
た
た
め
、
何
と
か
都
合
を
合
わ
せ

て
日
頃
か
ら
チ
ー
ム
で
練
習
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
々
の
協
力
も

あ
っ
て
、
総
合
点
数
で
１
位
と
な
り
最
優
秀

チ
ー
ム
の
評
価
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
３
回 M

IE
LS

 -D
isaster- 

に
参
加
し
て

　

～
当
院
が
総
合
得
点
１
位
で
最
優
秀
チ
ー
ム
に
～

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
初
期
研
修
医　

田
端 

勇
作

おそろいのＴシャツでチーム連携もより高まります

災
害
救
助
は
普
段
の
日
常
業
務
の
中
で
は

あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
領
域
で
あ
り
、

自
分
に
と
っ
て
未
知
の
世
界
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
意
味
で
も
今
回
こ
の
コ
ー
ス
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
非
常
に
有

意
義
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
今
、
我
が
国
で
は
地
震
、
台
風
、
豪
雨

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
相
次
い
で
お
り
、

日
本
が
災
害
大
国
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
、

今
後
も
い
つ
未
曾
有
の
大
災
害
が
私
た
ち
に

降
り
か
か
る
と
も
知
れ
ず
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
そ
の
事
を
他
人
事
と
思
わ
ず
に
危

機
感
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

今
回
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
の
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
私
も
こ
の
経
験
で
終
わ
り
に

は
せ
ず
に
、
来
る
べ
き
瞬
間
に
一
人
で
も
多

く
の
人
々
を
救
え
る
よ
う
に
日
々
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先輩方のご指導に感謝いたします
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わ
た
し
は
、
脳
神
経
看
護
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
た
く
認
定
看
護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。

脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認

定
看
護
師
教
育
課
程
で
は
予
防
か
ら
急
性

期
・
回
復
期
・
維
持
期
ま
で
一
貫
し
た
生

活
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
管
理
を
お
こ
な
っ
て

い
く
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
認
定
看
護
師
取
得
後
か
ら
約
10
年

経
過
し
ま
し
た
。
脳
卒
中
は
予
防
す
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
脳
卒
中
を
発
症

し
て
か
ら
治
療
開
始
ま
で
の
時
間
も
そ
の
後

の
生
活
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
で
す
。

市
民
講
座
や
地
域
の
機
関
誌
を
利
用
し

て
、
早
期
受
診
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
脳
に
突
然
中
る
（
あ
た
る
）

と
い
う
意
味
が
あ
り
突
然
発
症
し
ま
す
。

脳
卒
中
治
療
は
出
来
る
だ
け
早
く
治
療

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
な
か
で
も
脳
梗
塞

治
療
の
一
つ
に
ｒ
ｔ
‐
Ｐ
Ａ 

療
法
（
静
脈

血
栓
溶
解
療
法
）
が
あ
り
ま
す
が
、
発
症

後
よ
り
4.5
時
間
以
内
に
治
療
を
開
始
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
脳
卒
中
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
よ
り
）

脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
初
期
症
状
を
確
認

出
来
る
簡
単
な
テ
ス
ト
が
Ａ
Ｃ
Ｔ
‐
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ
で
す
。

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
行
動
）・
Ｆ
（Face

顔
）・
Ａ

（A
rm

腕
）・
Ｓ
（S

peech

言
葉
）・
Ｔ

（Tim
e

時
間
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
い
ま

認
定
看
護
師
紹
介

　

～
脳
卒
中
発
症
後
早
期
受
診
を
目
指
し
て
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

い
な
べ
総
合
病
院　
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師　

三
谷 

祐
子

す
が
、〝
早
く
行
動
を
〟
と
言
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｔ
‐
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
症
状
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
１
項
目
で
も
該
当
す
れ
ば
脳
卒

中
の
可
能
性
が
70
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
を
疑
う
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
暫
く
様
子
を
見
る
の
で
は
な
く
、

そ
し
て
自
家
用
車
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
救

急
車
で
の
受
診
を
勧
め
ま
す
。

鈴
鹿
厚
生
病
院
デ
イ
ナ
イ
ト
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
精
神
に
疾
患
を
抱
え
た
方
を
対
象

と
し
た
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で

す
。
認
知
機
能
の
維
持
の
た
め
の『
脳
ト
レ
』

や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
地
域
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
う
『
あ
る
く
』
な
ど
の
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
そ

の
方
に
合
っ
た
就
労
時
間
や
作
業
内
容
な
ど
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
多
職
種
で
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
就
労
開
始
後
も
継
続
し

て
疾
患
や
生
活
の
安
定
を
図
れ
る
よ
う
、
デ

イ
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
職
場
へ
出
向
く
事
業
所

訪
問
を
、
平
成
27
年
３
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
業
所
訪
問
を
行
う
こ
と
で
、
不
調

時
に
早
期
の
医
療
的
な
介
入
が
可
能
と
な
り
、

こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
医
療
者
と
事
業
所

と
の
連
携
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
月
１
回
の
頻
度
で
、

医
療
者
と
各
事
業
所
と
の
交
流
を
深
め
、
就

労
時
の
困
り
ご
と
の
相
談
や
情
報
交
換
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
厚
生
病
院
デ
イ
ナ
イ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

～
精
神
に
疾
患
を
抱
え
た
方
に
寄
り
添
う
～

鈴
鹿
厚
生
病
院　
作
業
療
法
士
主
任　

岡
村　

 　

綾

精
神
保
健
福
祉
士　

島
田 

由
美
子

各事業所との交流会

プログラム「あるく」の風景
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透
析
食
は
、
蛋
白
質
、
塩
分
、
カ
リ

ウ
ム
、
リ
ン
、
水
分
の
と
り
す
ぎ
に
気

を
付
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
栄
養
素
を

う
ま
く
補
給
す
る
透
析
療
法
を
さ
れ
て

い
る
方
の
食
事
と
な
り
ま
す
。
制
限
が

多
い
食
事
に
な
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ

け
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
食
材
選
び
や
調
理
方
法
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。
当
院
の
あ
る
日
の
透
析

食
（
夕
食
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ご
は
ん
…
２
０
０
ｇ

◆
鮭
フ
ラ
イ

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
生
鮭
…
60
ｇ　

●
こ
し
ょ
う
…
0.1
ｇ

●
小
麦
粉
…
３
ｇ　

●
卵
…
３
ｇ

●
パ
ン
粉
…
５
ｇ　

●
揚
げ
油
…
８
ｇ

●
中
濃
ソ
ー
ス
…
８
ｇ

●
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
…
20
ｇ

作
り
方

①
生
鮭
に
こ
し
ょ
う
を
ふ
り
、小
麦
粉
、

卵
、
パ
ン
粉
の
順
に
付
け
る
。

②
１
８
０
度
の
油
で
キ
ツ
ネ
色
に
な
る

ま
で
揚
げ
る
。

③
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
茹
で
る
。（
塩
は

使
わ
な
い
。）

④
鮭
フ
ラ
イ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
盛
り

つ
け
る
。
ソ
ー
ス
を
添
え
る
。

★
鮭
が
60
ｇ
と
小
さ
め
の
た
め
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
出
す
た
め
と
エ
ネ
ル　

ギ
ー
を
補
う
た
め
、
フ
ラ
イ
に
し
て

い
ま
す
。

◆
大
根
ポ
ト
フ

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
大
根
…
50
ｇ　

●
ウ
イ
ン
ナ
ー
…
10
ｇ

●
人
参
…
10
ｇ　

●
イ
ン
ゲ
ン
…
10
ｇ

●
コ
ン
ソ
メ
…
１
ｇ

●
し
ょ
う
ゆ
…
１
ｇ

作
り
方

①
大
根
と
人
参
を
乱
切
り
に
す
る
。
イ

ン
ゲ
ン
を
３
㎝
く
ら
い
に
切
る
。
ウ

イ
ン
ナ
ー
は
斜
め
に
切
る
。

②
①
の
野
菜
を
下
ゆ
で
を
す
る
。
ゆ
で

汁
を
捨
て
、
再
度
水
を
入
れ
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
を
加
え
て
煮
る
。コ
ン
ソ
メ
、

し
ょ
う
ゆ
で
味
付
け
す
る
。

③
汁
を
少
な
め
に
盛
り
つ
け
る
。

★
野
菜
を
下
茹
で
し
、
カ
リ
ウ
ム
を
減

少
さ
せ
て
か
ら
、
調
理
し
ま
す
。
水

分
制
限
が
あ
る
た
め
、
汁
は
少
な
め

に
盛
り
つ
け
ま
す
。
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三重北医療センター
いなべ総合病院

鈴鹿厚生病院
本部

松阪中央総合病院

南島メディカルセンター

三重北医療センター
菰野厚生病院

大台厚生病院

鈴鹿中央総合病院

治
療
食
紹
介
し
ま
す
④ 

透
析
食

松
阪
中
央
総
合
病
院　
栄
養
管
理
科
長　

石
田 

友
子

Vol.81

◆
ゴ
ボ
ウ
サ
ラ
ダ

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
ゴ
ボ
ウ
…
30
ｇ　

●
ピ
ー
マ
ン
…
15
ｇ

●
人
参
…
15
ｇ　

●
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
８
ｇ

●
し
ょ
う
ゆ
…
１
ｇ　

●
ご
ま
…
２
ｇ

作
り
方

①
ゴ
ボ
ウ
、
ピ
ー
マ
ン
、
人
参
は
細
切

り
に
し
、
ゆ
が
き
、
水
気
を
し
っ
か

り
切
り
、
冷
ま
す
。

②
①
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
し
ょ
う
ゆ
、
ご

ま
で
和
え
、
盛
り
つ
け
る
。

★
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
塩
分
が
少
な
い
調
味

料
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
え
ま
す
。

し
ょ
う
ゆ
と
ご
ま
を
加
え
る
こ
と
で

風
味
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

栄
養
量　

１
食
１
人
分

●
エ
ネ
ル
ギ
ー　

６
６
９
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

●
蛋
白
質　

23
・
３
ｇ

●
脂
質
20
・
５
ｇ

●
塩
分
1.8
ｇ

薬剤師 介護福祉士


